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環
境
衛
生
費

79
万
円
増
額

　

不
法
投
棄
の
抑
止
、
投
棄

者
の
特
定
の
た
め
、
不
法
投

棄
多
発
箇
所
（
大
岩
駅
裏
待

避
所
）
に
監
視
カ
メ
ラ
シ
ス

テ
ム
を
設
置
す
る
。

水
産
業
振
興
費

２
０
５
万
円
増
額

　

沖
合
底
び
き
網
漁
業
に
た

ず
さ
わ
る
船
員
の
、
緊
急
事

態
対
応
用
Ａ
Ｅ
Ｄ
整
備
を
支

援
す
る
。

　

子
育
て
の
経
済
的
負
担
を

軽
減
し
、
子
育
て
を
支
援
す

る
た
め
、
県
が
医
療
費
助
成

の
対
象
年
齢
を
現
行
の
15
歳

か
ら
18
歳
ま
で
拡
大
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
本
町
も
28

年
４
月
１
日
か
ら
、
18
歳
に

達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３

月
31
日
ま
で
助
成
対
象
を
拡

大
す
る
。

　

28
年
１
月
１
日
か
ら
、
役

場
内
の
各
課
及
び
教
育
委
員

会
が
特
定
個
人
情
報
（
個
人

番
号
を
含
む
個
人
情
報
の
こ

と
）
を
業
務
に
使
用
す
る
た

め
の
ル
ー
ル
を
定
め
る
。

　

１
億
１
６
７
万
円
を
増
額

し
、
予
算
総
額
を
66
億
６
８

３
１
万
円
と
し
ま
し
た
。

　
歳
出
の
主
な
も
の

情
報
化
推
進
事
業
費

６
５
０
万
円
増
額

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導

入
に
と
も
な
う
中
間
サ
ー
バ

ー
へ
の
負
担
金
。
全
額
国
庫

補
助
金
を
受
け
る
。

瑞
風
受
入
推
進
事
業
費

70
万
円
増
額

　

ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
エ
ク
ス
プ

レ
ス
瑞
風
が
29
年
春
か
ら
東

浜
駅
に
停
車
す
る
。

　

東
浜
の
海
岸
線
に
あ
る
老

朽
施
設
を
撤
去
す
る
た
め
の

設
計
を
実
施
す
る
。

バ
ス
停
留
所
整
備
事
業
費

３
５
０
万
円
増
額

　

サ
ン
マ
ー
ト
前
の
バ
ス
停

に
上
屋
を
設
置
す
る
。

医療費助成の年齢拡大
４月から現行15歳を18歳に

沖合底びき漁船の船内作業の様子

　

12
月
定
例
会
を
、
12
月
15
日
か
ら
17
日
ま
で
の
３

日
間
の
会
期
で
開
き
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　

　

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
７
議
案
（
追
加
１
議
案
）

を
、
町
長
提
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
・
同
補
充
員
の
選

挙
も
行
い
ま
し
た
。

主
な
議
案
の
概
要

 

一
般
会
計
補
正
予
算

特
別
医
療
費
助
成

条
例
の
改
正

個
人
番
号
の
利
用

及
び
特
定
個
人
情

報
の
提
供
に
関
す

る
条
例
の
設
定

４月から高校生も医療費助成の対象に（岩美高校）



　
人
　 

事

　
教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
に
同
意
し
ま
し
た
。

戸 

田
　
倫 

弘（鳥
取
市
）

　
選
挙
管
理
委
員
会
委

員
・
同
補
充
員
を
選
挙

し
ま
し
た
。

　

委　

員

小 

原
　
大 

忍（陸
　
上
）

西 

村
　
善 

野（岩
　
本
）

山 

﨑
　
淑 

子（恩
　
志
）

山 

下
　
　 

清（延
興
寺
）

　

補
充
員

中 

島
　
隆 

敏（岩
　
井
）

山 

下
　
正 

己（網
　
代
）

山 

根 

み
ち
子（田

　
後
）

西 

垣
　
聡 

史（浦
　
富
）

（
敬
称
略
）
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議 

長

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ船

　木

　祥

　一

　
町
民
の
皆

さ
ま
、
あ
け

ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
輝
か
し
い

新
春
の
幕
開
け
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

議
会
を
代
表
し
て
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　
昨
年
の
本
町
を
振
り
返
る
と
、
明
る

い
話
題
が
多
か
っ
た
年
で
し
た
。

　
道
の
駅
「
き
な
ん
せ
岩
美
」
が
盛
大

に
オ
ー
プ
ン
し
、
現
在
、
お
客
様
も
順

調
に
お
い
で
い
た
だ
い
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
り
、
こ
の
道
の
駅
が
多
く
の

町
民
に
親
し
ま
れ
、
本
町
の
農
業
、
漁

業
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
29
年
春
に
Ｊ
Ｒ
西
日
本

が
運
行
す
る
「
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
エ
ク
ス

プ
レ
ス
瑞
風
」
が
東
浜
駅
に
停
車
す
る

こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。こ
の
こ
と
は
、

本
町
の
環
境
の
素
晴
ら
し
さ
が
認
め
ら

れ
、
守
っ
て
き
た
先
人
た
ち
の
努
力
の

賜
物
で
あ
り
ま
す
し
、
全
国
に
岩
美
町

を
Ｐ
Ｒ
が
で
き
る
、
大
変
喜
ば
し
い
こ

と
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
か
ら
全
国
的
に
地
方
創

生
へ
の
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
本
町
は
全
国
に
先
駆
け
、
９
月
に
は

地
域
創
生
総
合
戦
略
を
策
定
し
ま
し

た
。

　
そ
の
内
容
は
、
人
口
減
少
を
最
小
限

に
止
め
、
２
０
４
０
年
に
は
人
口
９
千

人
と
し
、「
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
若
者
が

集
う
ま
ち
」
を
め
ざ
し
て
、
若
者
の
定

住
に
向
け
た
施
策
を
展
開
し
て
い
ま

す
。

　
議
会
と
し
て
も
、
少
子
高
齢
化
・
人

口
減
少
と
い
う
厳
し
い
環
境
に
歯
止
め

を
か
け
、
政
策
を
調
査
研
究
し
、
執
行

部
へ
政
策
提
言
が
で
き
る
よ
う
、現
在
、

議
論
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
我
々
は
、
町
勢
の
発
展
と
町
民
の
福

祉
の
向
上
の
た
め
、
皆
さ
ま
の
負
託
に

応
え
る
べ
く
、
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
皆
様
の
ご
指
導
と
ご
鞭

撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
本
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
良
い

年
と
な
る
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
28

年
１
月
１
日
か
ら
運
用
開
始

さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
法
人

が
町
税
を
納
付
す
る
際
に
納

付
書
及
び
納
入
書
に
法
人
番

号
を
記
載
す
る
よ
う
に
町
税

条
例
を
改
正
し
た
（
27
年
５

月
臨
時
議
会
）。

　

そ
の
後
、
総
務
省
の
再
検

討
の
結
果
、
法
人
の
事
務
負

担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
当

面
の
間
、
法
人
番
号
を
記
載

し
な
い
こ
と
に
す
る
。　

　

Ｍ
Ｒ
Ｉ
装
置
、
エ
ッ
ク
ス

線
テ
レ
ビ
装
置
、
マ
ン
モ
グ

ラ
フ
ィ
ー
な
ど
医
療
機
器
の

高
額
修
繕
、
空
調
設
備
、
配

管
設
備
な
ど
の
修
繕
が
あ
っ

た
た
め
、
修
繕
費
を
３
２
８

万
円
増
額
す
る
。

　

そ
の
財
源
と
し
て
、
入
院

患
者
増
に
よ
り
増
加
が
見
込

ま
れ
る
医
業
収
益
を
３
４
８

万
円
増
額
す
る
。

　
　
　

議　　案　　名

議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条
例の一部改正（専決処分）

個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の設定

税条例等の一部改正条例の一部改正

特別医療費助成条例の一部改正

平成 27 年度一般会計補正予算（第３号）

平成 27 年度病院事業会計補正予算（第２号）

教育委員会委員の任命

12月定例会可決・承認された議案一覧
（すべて全会一致） 町

税
条
例
の
改
正

病
院
事
業
会
計

補
正
予
算
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町
長   

協
議
会
参
加
団
体
か

ら
は
、
ト
ラ
ブ
ル
は
起
き
な

か
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

 

杉
村  

網
代
旧
港
の
利
用
の

際
、
地
元
漁
業
者
と
の
支
障

は
生
じ
て
い
な
い
か
。

　

不
確
定
要
素
が
あ
る
段
階

で
、
明
記
す
る
こ
と
は
、
住

民
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い
と

考
え
て
い
る
。

 

杉
村  

地
元
に
対
し
て
は
、

町
が
検
討
し
た
い
と
考
え
て

い
る
内
容
を
理
解
し
て
も
ら

い
な
が
ら
進
め
て
ほ
し
い
。

　 

町
長   

過
疎
自
立
計
画
は
議

会
の
議
決
が
必
要
で
あ
り
、

議
会
と
し
っ
か
り
と
相
談
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

 

杉
村  

第
２
次
過
疎
地
域
自

立
促
進
計
画
（
案
）
で
は
、

集
落
排
水
処
理
施
設
の
公
共

下
水
道
へ
の
接
続
に
向
け
た

検
討
、
調
査
を
行
う
と
記
さ

れ
て
い
る
。

　

残
り
の
集
落
排
水
と
公
共

下
水
道
は
、
東
漁
業
集
落
排

水
処
理
施
設
、
長
谷
・
白
地

農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
と

公
共
下
水
道
浦
富
処
理
区
だ
。

　

東
、
長
谷
・
白
地
の
浦
富

へ
の
接
続
検
討
す
る
と
明
記

し
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

 

町
長   

公
共
下
水
道
処
理
施

設
が
２
施
設
、
集
落
排
水
処

理
施
設
が
２
施
設
あ
る
。

　

各
施
設
に
そ
れ
ぞ
れ
経
過

が
あ
り
、
課
題
も
あ
る
。 一

　
般
　
質
　
問

杉
村
　  

宏  

議
員

　

経
営
状
況
、
処
理
能
力
と

処
理
の
実
態
、
集
落
排
水
処

理
施
設
へ
の
未
接
続
者
の
公

共
下
水
道
へ
の
接
続
の
見
込

み
な
ど
を
ふ
ま
え
た
、
下
水

道
会
計
の
改
革
も
検
討
が
必

要
だ
。

　

漁
業
協
同
組
合
の
仲
介
で

イ
カ
釣
り
船
、
船
外
機
船
や

潜
水
の
団
体
、
自
治
会
と
協

議
し
、
安
全
管
理
な
ど
の
ル

ー
ル
を
作
っ
た
。

 

杉
村  

安
全
管
理
の
ル
ー
ル

を
地
元
と
も
協
議
し
作
っ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
個

人
で
来
ら
れ
る
方
に
も
周
知

を
す
る
考
え
は
な
い
か
。

 

町
長   

人
数
が
増
え
れ
ば
ル

ー
ル
が
全
部
に
徹
底
で
き
る

か
ど
う
か
は
、
町
も
漁
業
者

も
危
惧
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

立
て
看
板
を
設
置
し
て

ル
ー
ル
の
徹
底
を
図
る
こ
と

を
関
係
団
体
と
協
議
し
取
り

組
ん
で
い
く
。

そ
の
他
質
問
事
項

　

県
道
改
良
に
伴
う
町
道
等

の
整
備
に
つ
い
て

　

岩
井
温
泉
の
振
興
に
つ
い

て

シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
体
験
者
に
安
全

ル
ー
ル
の
徹
底
を

集
落
排
水
の
公
共
下
水
道
へ
の

接
続
は
地
元
説
明
を

関
係
団
体
と
協
議
し
取
り

組
む

現
段
階
は
議
会
と
相
談
し
て

い
き
た
い

杉
村
　
宏
議
員

杉
村
　
宏
議
員

榎
本
町
長

榎
本
町
長

杉村　宏議員

シーカヤックで浦富海岸を満喫（千貫松島）

長谷・白地処理場
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町
長   

地
域
創
生
室
が
中
核

に
な
っ
て
、
移
住
者
を
全
面

的
に
案
内
し
て
い
く
体
制
を

確
立
し
た
い
。

 

澤  

活
国
交
省
が
空
家
対
策

特
別
措
置
法
を
制
定
し
、
市

町
村
の
空
き
家
対
策
に
法
的

根
拠
を
与
え
た
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、
倒
壊

や
景
観
を
損
な
う
空
き
家
が

増
え
て
い
る
。

 
澤  

移
住
問
題
を
特
に
重
視

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思

う
。

 

澤  

29
年
の
春
に
運
行
開
始

予
定
の
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
エ
ク

ス
プ
レ
ス
瑞
風
が
、
東
浜
駅

に
停
車
す
る
こ
と
が
決
ま
っ

た
。

　

浦
富
海
岸
の
海
水
浴
客
や
、

岩
井
温
泉
周
辺
の
観
光
客
数

が
減
少
し
た
町
に
と
っ
て
は
、

千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
だ
と

思
う
。

　
※
特
定
空
き
家
に
対
し
て
ど

う
対
応
す
る
の
か
。

 

町
長   

特
定
空
き
家
を
指
定

す
る
に
は
、
判
定
を
す
る
組

織
が
必
要
だ
。

　

28
年
度
中
に
は
、
空
き
家

の
実
態
把
握
と
共
に
、
条
例

を
作
り
た
い
。

※
特
定
空
き
家
と
は

　

次
の
よ
う
な
状
態
の
空

き
家
を
い
う
。

 

倒
壊
な
ど
著
し
く
危
険

と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
状

態
。

　

著
し
く
衛
生
上
有
害
と

な
る
お
そ
れ
の
あ
る
状
態
。

　

適
切
な
管
理
が
行
わ
れ

て
い
な
い
こ
と
に
よ
り
著

し
く
景
観
を
損
な
っ
て
い

る
状
態
。

　

そ
の
他
周
辺
の
生
活
環

境
の
保
全
を
図
る
た
め
に

放
置
す
る
こ
と
が
不
適
切

で
あ
る
状
態
。

 

澤  

自
治
体
が
住
居
以
外
で

空
き
家
を
活
用
す
る
に
は
、

持
ち
主
の
理
解
が
必
要
に
な

る
。

　

空
き
家
の
持
ち
主
に
安
心
、

信
頼
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、

活
用
方
法
を
示
す
必
要
が
あ

る
。

　

空
き
家
の
活
用
方
法
を
伺

う
。

 

町
長   

住
居
以
外
の
空
き
家

の
活
用
事
例
と
し
て
は
、
店

舗
兼
住
宅
と
か
、
シ
ェ
ア
ハ

ウ
ス
に
取
り
組
も
う
と
し
て

い
る
。

　

積
極
的
に
他
町
の
事
例
も

参
考
に
し
な
が
ら
、
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。一

　
般
　
質
　
問

　
澤
　
治
樹  

議
員

瑞
風
の
停
車
は
観
光
振
興
の

チ
ャ
ン
ス
だ

空
き
家
の
活
用
方
法
を
示
せ

町
挙
げ
て
取
り
組
み
発
展
に

つ
な
げ
た
い

他
町
の
事
例
も
参
考
に
し
な

が
ら
進
め
る

澤
　
治
樹
議
員

澤
　
治
樹
議
員

榎
本
町
長

榎
本
町
長

澤　治樹議員

 

町
長   

瑞
風
が
3
時
間
も
停

車
す
る
こ
と
は
、
全
国
に
知

れ
渡
る
こ
と
に
な
り
、
岩
美

町
の
知
名
度
が
格
段
に
上
が

る
と
思
う
。
町
を
挙
げ
て
の

Ｐ
Ｒ
を
さ
ら
に
推
進
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

　

観
光
客
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ

た
お
も
て
な
し
の
体
制
づ
く

り
を
す
れ
ば
、
さ
ら
に
発
展

が
望
め
る
と
思
う
。

東京で開かれた岩美町の移住・交流フェアーは満員

役場に掲げられた瑞風の懸垂幕
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一
　
般
　
質
　
問

芝
岡
　
み
ど
り  

議
員

 

芝
岡  

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
効
果
は
ど
う
か
。

 

町
長   

肺
炎
は
、
肺
炎
球
菌

だ
け
が
原
因
で
は
な
く
、
誤

え
ん
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
理
由

で
引
き
起
こ
さ
れ
る
。

　

効
果
は
、
接
種
５
年
は
抗

体
が
持
続
す
る
が
、
徐
々
に

低
下
す
る
。

 

芝
岡  
26
年
10
月
よ
り
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
が
任
意
接
種
か

ら
定
期
接
種
と
な
っ
た
。

　

定
期
接
種
の
対
象
者
は
、

各
年
度
内
に
65
歳
か
ら
１
０

０
歳
ま
で
の
５
歳
刻
み
の
節

目
年
齢
に
該
当
す
る
方
で
、

２
０
０
０
円
の
負
担
で
予
防

 

教
育
長   

県
立
図
書
館
が
10

月
か
ら
発
行
し
た
も
の
を
希

望
者
に
無
償
配
布
し
た
い
。

 

芝
岡  

30
年
度
建
て
替
え
さ

れ
る
中
央
公
民
館
と
と
も
に

新
設
さ
れ
る
図
書
館
を
ど
の

よ
う
に
描
い
て
い
る
か
。

 

芝
岡  

新
た
な
利
用
者
を
増

や
す
た
め
の
取
り
組
み
は
。

 

教
育
長   

町
民
の
読
書
意
欲

を
高
め
る
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
。

　

映
画
会
、
読
書
フ
ォ
ー
ラ

ム
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
防
災

無
線
を
通
じ
周
知
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
検
索
で
き
る
シ
ス
テ
ム

や
３
歳
・
５
歳
児
定
期
健
診

に
合
わ
せ
、
絵
本
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
す
る
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
。

　

近
隣
の
３
町
と
図
書
館
相

互
利
用
協
定
で
、
町
外
の
本

で
も
借
り
ら
れ
る
こ
と
な
ど

を
も
っ
と
広
報
し
て
い
く
。

 
芝
岡  

読
書
意
欲
を
高
め
る

た
め
、
読
書
通
帳
を
導
入
し

て
は
ど
う
か
。

接
種
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
が
、
何
回
で
も
受
け

ら
れ
る
の
か
。

 

健
康
対
策
課
長   

予
防
接
種

法
で
は
、
対
象
年
齢
に
１
回

と
な
っ
て
い
る
。

　

２
回
目
以
降
は
、
任
意
接

種
と
な
り
、
全
額
自
己
負
担

と
な
る
。

 

芝
岡  

任
意
接
種
か
ら
定
期

接
種
と
な
り
、
接
種
率
は
ど

う
な
っ
た
か
。

 

町
長   

26
年
度
の
定
期
予
防

接
種
は
、
65
歳
、
70
歳
の
方

で
56
・
１
パ
ー
セ
ン
ト
、
75

歳
か
ら
１
０
０
歳
ま
で
の
５

 

教
育
長   

ま
ち
づ
く
り
、
ひ

と
づ
く
り
に
貢
献
で
き
る
図

書
館
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

歳
刻
み
の
方
で
は
56
・
５
パ

ー
セ
ン
ト
で
こ
れ
ま
で
の
任

意
接
種
と
ほ
ぼ
同
率
で
あ
っ

た
。

 

芝
岡  

５
年
に
一
度
の
貴
重

な
機
会
だ
。

　

逃
し
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
、

周
知
が
必
要
で
は
な
い
か
。

町
長  

こ
の
定
期
接
種
は
、

30
年
度
ま
で
と
さ
れ
て
い
る
。

　

町
広
報
な
ど
で
周
知
を
図

っ
て
い
く
。

そ
の
他
質
問
事
項

　

総
合
戦
略
で
描
く
本
町
の

未
来
像
に
つ
い
て

成
人
用
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
の

周
知
を
図
れ

定
期
接
種
の
さ
ら
な
る
周
知

に
努
め
た
い

芝
岡
み
ど
り
議
員

榎
本
町
長

芝岡みどり議員

読
書
通
帳
を
導
入
せ
よ

県
立
図
書
館
が
発
行
し
た
も

の
を
配
布
し
た
い

芝
岡
み
ど
り
議
員

寺
西
教
育
長

本の貸出しの様子（町立図書館）
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川
口  

他
県
で
橋
桁
落
下
を

防
ぐ
装
置
に
溶
接
不
良
が
見

つ
か
っ
た
こ
と
を
受
け
、
県

は
調
査
を
行
う
が
、
町
は
ど

の
よ
う
な
対
応
を
し
て
い
る

か
。

 

町
長   

落
橋
防
止
装
置
が
設

置
さ
れ
て
い
る
橋
梁
は
、
新

陸
上
橋
の
み
で
、
経
年
に
よ

る
腐
食
、
膨
張
は
あ
る
が
、

す
ぐ
補
修
す
る
必
要
は
な
い
。

 

川
口  

点
検
結
果
に
基
づ
い

て
の
修
繕
計
画
は
ど
う
か
。

 

町
長  

全
体
が
２
０
１
で
、

15
メ
ー
ト
ル
以
上
が
40
橋
、

15
メ
ー
ト
ル
以
下
２
メ
ー
ト

ル
以
上
が
１
６
１
だ
。

　

１
６
１
橋
は
、
健
全
が
33

橋
、
予
防
保
全
段
階
が
79
橋
、

早
期
措
置
段
階
が
49
橋
、
緊

急
措
置
段
階
は
ゼ
ロ
。
49
橋

の
う
ち
、
特
に
処
置
を
講
ず

る
べ
き
も
の
が
７
橋
あ
り
、

28
年
度
中
に
修
繕
を
終
え
た

い
。

 

川
口  

橋
梁
の
通
常
点
検
や

定
期
点
検
は
、
誰
が
ど
の
よ

う
に
実
施
し
て
い
る
か
。

 

町
長   

23
年
に
、
15
メ
ー
ト

ル
以
上
の
橋
梁
に
つ
い
て
長

寿
命
化
計
画
を
策
定
し
、
５

年
ご
と
に
見
直
し
を
し
て
い

る
。

　

26
年
に
は
２
メ
ー
ト
ル
以

上
の
橋
も
含
ん
だ
点
検
を
行

っ
た
。

　

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
に

委
託
し
、
技
術
者
が
目
視
で
、

さ
び
、
腐
食
を
調
査
し
た
。

　

日
常
的
な
通
常
点
検
は
、

役
場
職
員
が
維
持
改
良
を
含

め
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
で
点
検

し
て
い
る
。

　

林
道
は
森
林
管
理
巡
視
業

務
の
中
で
年
に
一
回
、
農
道

は
、
農
家
な
ど
の
皆
さ
ん
に

異
常
な
ど
を
報
告
い
た
だ
き
、

県
の
応
援
も
得
て
、
町
も
点

検
し
て
い
る
。

 

川
口  

橋
は
、
点
検
・
予
防

的
な
修
繕
が
必
要
だ
。

　

そ
れ
が
橋
梁
寿
命
を
延
ば

し
、
大
規
模
な
修
繕
や
か
け

か
え
の
費
用
を
減
ら
し
、
結

局
は
効
果
的
な
財
政
運
営
に

つ
な
が
る
。

　

橋
梁
の
計
画
的
な
予
防
保

全
は
ど
う
か
。

　

橋
長
15
メ
ー
ト
ル
以
上
は

40
橋
だ
が
、
15
メ
ー
ト
ル
以

下
の
橋
や
林
道
も
含
め
数
は

幾
ら
か
。

 

町
長   

町
道
で
は
２
０
１
、

農
道
は
９
、
林
道
は
５
橋
で
、

全
体
で
２
１
５
だ
。

 

川
口  

こ
の
２
１
５
橋
は
町

が
直
接
管
理
を
し
て
い
る
か
。

 
町
長  

町
道
は
、
町
管
理
。

農
道
、
林
道
は
、
地
元
の
管

理
だ
。

一
　
般
　
質
　
問

川
口
　
耕
司  

議
員

橋
梁
の
点
検
は
十
分
か

定
期
点
検
し
、
緊
急
的
な
も

の
か
ら
修
繕
す
る

川
口
耕
司
議
員

榎
本
町
長

川口耕司議員

修繕が終わった吉田橋（牧谷）

修繕予定の塩谷橋
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一
　
般
　
質
　
問

　
田
中
　
伸
吾  

議
員

 

教
育
長   

中
学
校
の
学
習
が

中
心
だ
が
、
各
小
学
校
の
５
、

６
年
生
が
外
国
語
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　

英
会
話
に
対
す
る
意
欲
、

　

診
察
す
る
１
人
当
た
り
の

時
間
、
そ
れ
に
か
か
わ
る
ス

タ
ッ
フ
な
ど
の
問
題
が
あ
る
。

　

対
象
者
は
、
①
血
縁
者
に

く
も
膜
下
出
血
を
含
む
脳
卒

中
の
方
が
い
る
、
②
今
ま
で

町
の
ド
ッ
ク
を
受
け
て
い
な

い
、
③
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
を

入
れ
て
い
な
い
、
④
脳
に
心

配
が
あ
る
症
状
を
持
っ
て
い

る
と
い
う
、
４
つ
す
べ
て
に

該
当
す
る
人
だ
。

 

田
中  

人
間
ド
ッ
ク
と
、
脳

ド
ッ
ク
を
あ
わ
せ
て
、
受
診

で
き
な
い
か
。

 
町
長   

病
院
と
担
当
課
で
、

十
分
に
議
論
を
さ
せ
、
取
り

組
め
る
と
い
う
こ
と
に
な
れ

ば
、
お
知
ら
せ
し
た
い
。

 

田
中  

３
年
度
か
ら
、
延
べ

13
人
の
、
外
国
語
指
導
助
手

を
、
小
中
学
校
に
配
置
し
て

き
た
が
、
ど
の
よ
う
な
成
果

が
あ
っ
た
か
。

 

田
中  

成
人
病
の
、
早
期
発

見
や
予
防
の
た
め
、
人
間
ド

ッ
ク
は
有
効
だ
と
考
え
る
。

　

募
集
期
間
が
１
ヶ
月
間
と

短
い
が
、
募
集
の
状
況
は
ど

う
か
。

 

町
長   

人
間
ド
ッ
ク
の
募
集

期
間
は
、
年
間
を
通
し
て
の

岩
美
病
院
の
ド
ッ
ク
の
曜
日
、

医
局
の
配
置
な
ど
の
、
診
療

計
画
づ
く
り
の
た
め
、
４
月

に
し
て
い
る
。

　

22
年
度
か
ら
は
、
年
間
２

５
０
人
、
26
年
度
か
ら
、
続

け
て
受
診
で
き
る
こ
と
に
な

っ
た
た
め
、
２
８
１
人
受
診

し
た
。

 
田
中  
１
万
６
０
０
０
円
で
、

連
続
し
て
受
診
で
き
る
が
、

も
う
少
し
、
自
己
負
担
が
少

な
く
な
る
よ
う
に
、
で
き
な

い
か
。

 

町
長  

人
間
ド
ッ
ク
の
受
診

に
は
、
１
人
あ
た
り
３
万
９

６
６
２
円
か
ら
５
万
２
０
１

８
円
か
か
る
。

　

負
担
を
軽
減
し
、
で
き
る

だ
け
多
く
の
方
に
、
受
診
し

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
、
１

回
目
は
８
０
０
０
円
、
２
回

目
は
１
万
６
０
０
０
円
と
し

て
い
る
が
、
年
次
的
に
見
直

し
を
か
け
た
い
。

 

田
中  

脳
ド
ッ
ク
は
、
ど
れ

く
ら
い
の
人
数
が
申
し
込
ん

で
い
る
か
。

 

町
長   

26
年
度
が
38
人
、
27

年
度
は
、
37
人
が
受
診
予
定

だ
。

子
ど
も
た
ち
が
自
然
に
、
先

生
と
交
流
し
て
い
る
の
が
、

最
大
の
成
果
だ
。

 

田
中  

視
察
先
で
は
小
学
校

１
年
生
か
ら
英
語
授
業
を
行

っ
て
い
る
。

　

も
う
少
し
年
齢
層
を
下
げ

て
、
聞
い
て
話
せ
る
英
語
教

育
に
取
り
組
ん
で
で
は
ど
う

か
。

 

町
長   

30
年
度
に
は
、
小
学

校
３
年
生
か
ら
英
語
学
習
が

始
ま
る
。

　

職
員
の
負
担
や
予
算
の
こ

と
も
あ
る
が
、
英
語
に
対
す

る
取
り
組
み
も
、
積
極
的
に

進
め
て
い
き
た
い
。

聞
い
て
話
せ
る
英
語
教
育
に

取
り
組
め

小
学
校
の
英
語
学
習
を
機
会

と
し
た
い

田
中
伸
吾
議
員

榎
本
町
長

人
間
ド
ッ
ク
の
自
己
負
担

軽
減
を

年
次
的
に
見
直
し
て
い
き

た
い

 

田
中
伸
吾
議
員

榎
本
町
長

田中伸吾議員

メイプル先生の授業の様子（岩美北小）
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地
域
の
活
性
化
や
観
光
客
の

誘
致
に
つ
な
が
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。

　

11
月
７
・
８
日
行
わ
れ
た

Ｂ
Ｅ
‐
Ｐ
Ａ
Ｌ
と
い
う
専
門

雑
誌
の
業
者
が
主
催
し
た
東

浜
か
ら
網
代
ま
で
13
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
の
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル

と
キ
ャ
ン
プ
に
、
町
と
観
光

協
会
は
ど
う
取
り
組
ん
だ
の

か
。

 

商
工
観
光
課
長   

こ
の
ロ
ン

グ
ト
レ
イ
ル
の
取
り
組
み
は

県
が
Ｂ
Ｅ
‐
Ｐ
Ａ
Ｌ
に
委
託

し
て
、
東
浜
で
１
泊
２
日
で

行
っ
た
事
業
だ
。

 

町
長   

ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
は

日
本
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
協
会

が
で
き
て
お
り
、
正
会
員
が

10
団
体
あ
る
。

　

山
岳
の
尾
根
づ
た
い
や
、

内
陸
が
中
心
と
な
っ
て
い
る

コ
ー
ス
の
中
で
、
海
岸
を
ロ

ン
グ
ト
レ
イ
ル
す
る
の
は
、

初
め
て
の
こ
と
に
な
る
と
い

う
意
気
込
み
で
始
め
て
い
る
。

　

町
も
、
ト
レ
イ
ル
で
観
光

客
を
受
け
入
れ
る
良
い
チ
ャ

ン
ス
と
捉
え
て
い
る
。

 

日
出
嶋  

ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル

は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
、

観
光
協
会
が
大
き
く
か
か
わ

 

日
出
嶋  

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ

ー
ク
ト
レ
イ
ル
協
議
会
が
今

年
７
月
に
設
立
さ
れ
た
。

　
※

ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
は
、

山
陰
海
岸
の
美
し
い
自
然
を

皆
様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、

 

日
出
嶋  

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
の
価
格
は
、
新
薬
の
約

50
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
60
パ
ー

セ
ン
ト
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
医
薬
品
を
使
用
す
る

と
、
患
者
さ
ん
の
負
担
軽
減

と
な
る
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

処
方
は
ど
の
程
度
か
。

 

病
院
事
業
管
理
者   

岩
美
病

院
で
使
っ
て
い
る
薬
が
９
０

０
近
く
あ
る
。

　

そ
の
半
分
ぐ
ら
い
が
、
後

発
医
薬
品
の
な
い
先
発
医
薬

品
だ
。

　

残
り
の
４
０
０
医
薬
品
は

後
発
医
薬
品
が
あ
り
、
そ
の

中
で
実
際
に
使
用
し
て
い
る

の
は
、
４
分
の
１
だ
。

 
日
出
嶋  

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
の
説
明
を
し
っ
か
り
行

い
、
希
望
す
る
患
者
さ
ん
に

は
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

を
勧
め
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
。

 

病
院
事
業
管
理
者   

病
院
内

の
薬
事
審
議
会
で
し
っ
か
り

と
審
査
を
し
、
後
発
医
薬
品

を
提
供
し
て
い
る
。

　

後
発
医
薬
品
の
使
用
は
、

使
用
の
薬
剤
情
報
の
中
で
記

入
で
き
る
か
ど
う
か
、
検
討

し
て
み
た
い
。

っ
て
い
る
。

　

町
が
す
る
こ
と
、
観
光
協

会
が
す
る
こ
と
は
何
か
。

 

町
長   

町
や
観
光
協
会
が
何

を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

い
う
も
の
で
は
な
い
。

　

事
務
局
は
鳥
取
市
の
観
光

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
が
受

け
持
つ
予
定
だ
。

　

町
に
と
っ
て
も
、
ロ
ン
グ

ト
レ
イ
ル
の
全
国
の
コ
ー
ス

の
中
に
入
っ
て
い
く
こ
と
は

大
変
有
意
義
な
こ
と
で
、県
・

市
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
進

め
て
い
き
た
い
。

※
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
と
は

　

自
然
や
文
化
を
楽
し
み

な
が
ら
、
山
や
街
道
を
長

距
離
歩
く
旅
の
こ
と
で
す
。

一
　
般
　
質
　
問

日
出
嶋
香
代
子  

議
員

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
も
っ
と

勧
め
よ

ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
に
ど
う
取

り
組
む
か

し
っ
か
り
審
査
し
、
提
供
し

て
い
る

県
・
市
と
連
携
し
て
進
め
る

日
出
嶋
香
代
子
議
員

日
出
嶋
香
代
子
議
員

平
井
病
院
事
業
管
理
者

榎
本
町
長

日出嶋香代子議員

11月7日実施されたロングトレイル（鴨ヶ磯）
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一
　
般
　
質
　
問

　
田
中
　
克
美  

議
員

　

政
策
判
断
の
方
が
大
き
い

ウ
エ
イ
ト
を
占
め
る
も
の
だ

と
考
え
て
い
る
。

 

田
中  

兵
庫
県
相
生
市
は
23

年
に
、「
子
育
て
応
援
都
市
」

を
宣
言
し
、
給
食
費
無
料
を

目
玉
施
策
と
し
て
実
施
し
た
。

転
入
者
が
転
出
者
を
上
回
っ

て
き
た
。

　

人
口
を
減
ら
さ
な
い
と
い

う
点
か
ら
も
、
給
食
費
無
料

 

田
中  

若
者
の
移
住
、
定
住

対
策
で
成
果
を
上
げ
て
い
る

自
治
体
は
、
思
い
切
っ
た
施

策
を
や
っ
て
い
る
。
子
ど
も

の
医
療
費
助
成
の
自
己
負
担

分
を
町
独
自
に
助
成
す
る
こ

と
の
検
討
を
求
め
る
。

 

町
長   

自
己
負
担
分
を
な
く

す
る
こ
と
は
、
保
険
の
制
度

に
国
の
関
わ
り
が
必
要
な
の

か
、
地
方
の
負
担
を
も
っ
と

増
や
せ
と
い
う
方
向
に
な
る

こ
と
を
危
惧
す
る
。

 

田
中  

学
校
給
食
費
を
無
料

に
し
て
い
る
自
治
体
が
、
全

国
に
18
市
町
村
あ
る
。
給
食

費
を
無
料
に
す
る
こ
と
は
、

で
き
な
い
か
。

 
町
長   
行
政
と
し
て
や
っ
て

は
な
ら
な
い
部
分
も
あ
る
と

思
う
。

化
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

 

町
長   

子
育
て
支
援
と
し
て

検
討
し
た
が
、
全
額
助
成
と

い
う
の
は
難
し
い
。

　

学
校
給
食
の
制
度
の
な
か

で
保
護
者
の
役
割
、
社
会
の

役
割
の
両
方
を
守
っ
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

  

田
中  

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

の
事
務
で
最
も
重
要
な
個
人

番
号
の
付
番
と
通
知
カ
ー
ド
、

番
号
カ
ー
ド
の
交
付
が
法
定

受
託
事
務
と
さ
れ
た
。

　

自
治
事
務
と
し
て
自
治
体

独
自
の
判
断
が
で
き
た
住
基

ネ
ッ
ト
と
違
い
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
に
つ
い
て
は
、
独

自
判
断
に
基
づ
く
選
択
は
で

き
な
い
。

 

町
長   
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

に
つ
い
て
は
、
社
会
基
盤
を

地
方
と
国
で
つ
く
っ
て
い
く

と
い
う
こ
と
で
、
法
定
受
託

事
務
と
い
う
扱
い
に
な
っ
た

と
思
う
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
個
人
情
報

に
と
っ
て
危
険
だ

す
べ
て
の
情
報
が
盛
り
込
ま

れ
る
こ
と
は
な
い

田
中
克
美
議
員

榎
本
町
長

  

田
中  

全
国
２
ヵ
所
に
設
置

さ
れ
た
中
間
サ
ー
バ
ー
に
、

全
自
治
体
が
参
加
せ
ざ
る
を

得
な
い
。

　

住
民
の
個
人
情
報
を
適
正

に
管
理
す
る
責
務
を
負
っ
て

い
る
町
が
、
警
察
か
ら
提
供

を
求
め
ら
れ
た
場
合
、
独
自

の
判
断
が
で
き
る
か
。

 

町
長   

文
書
で
照
会
が
来
る

と
思
う
が
、
適
法
と
判
断
す

れ
ば
提
供
す
る
。
直
接
の
ア

ク
セ
ス
は
な
い
と
思
う
。

 

田
中  

個
人
情
報
の
保
護
は
、

国
か
ら
の
自
由
と
い
う
こ
と

が
出
発
点
に
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
国
が
個
人
情

報
を
利
用
す
る
権
限
を
保
障

す
る
形
に
な
っ
て
い
る
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、

情
報
の
対
象
を
広
げ
る
こ
と

が
議
論
さ
れ
て
い
る
。

　

危
険
な
状
況
を
生
じ
か
ね

な
い
制
度
だ
と
認
識
す
る
こ

と
が
必
要
だ
。

 

町
長   

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
住

民
基
本
台
帳
の
補
完
的
役
割

で
あ
り
、
情
報
は
限
ら
れ
て

い
る
。

　

将
来
、
民
間
に
拡
大
す
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に

な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

　

す
べ
て
の
個
人
の
人
権
に

関
わ
る
情
報
が
盛
り
込
ま
れ

る
こ
と
は
な
い
と
思
っ
て
い

る
。

子
ど
も
の
医
療
費
、
給
食
費

を
無
料
に
せ
よ

全
額
助
成
は
困
難
だ 田

中
克
美
議
員

榎
本
町
長

田中克美議員

給食の様子（岩美北小）



いわみ議会だより No.12611

 

27
年
度
の
人
事
院
勧
告

　

27
年
８
月
６
日
、
人
事
院

は
、
月
例
給
０
・
４
パ
ー
セ

ン
ト
の
引
上
げ
と
勤
勉
手
当

の
０
・
１
月
分
引
上
げ
を
勧

告
し
た
。

　
審
議
結
果

議
員
報
酬

　

特
別
職
給
与
と
同
様
に
算

出
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
り
、

特
別
職
と
同
様
４
・
59
パ
ー

セ
ン
ト
減
額
と
す
べ
き
と
の

意
見
が
あ
っ
た
が
、
議
員
定

数
削
減
時
に
報
酬
改
定
を
見

送
っ
て
い
る
こ
と
や
、
定
数

削
減
に
よ
り
議
員
一
人
の
業

務
と
責
任
が
増
加
し
て
い
る

こ
と
を
鑑
み
、
現
在
の
議
員

活
動
を
保
障
す
る
面
か
ら
も

現
状
維
持
と
し
た
。

１　

議
員
報
酬
の
額
は
、
現

在
の
報
酬
額
を
据
え
置
き

と
す
べ
き
で
あ
る
。

２　

期
末
手
当
の
支
給
月
数

は
、
年
間
３
・
20
月
分
に

改
定
す
べ
き
で
あ
る
。

３　

実
施
時
期
は
27
年
４
月

１
日
と
す
る
。

　
理
　
由

現　

状

①
議
会
議
員
の
報
酬

　

議
会
議
員
の
報
酬
に
つ
い

て
も
、
特
別
職
給
与
と
同
じ

く
改
定
さ
れ
て
い
な
い
。　

　

18
年
か
ら
定
数
削
減
を
実

施
し
て
い
る
が
、
報
酬
は
据

え
置
き
と
さ
れ
て
い
る
。

②
期
末
手
当
に
つ
い
て

　

特
別
職
の
期
末
手
当
は
、

職
員
の
期
末
手
当
と
連
動
し

上
下
し
て
い
た
が
、
現
在
は

連
動
し
て
い
な
い
。

21
年
度
か
ら
年
間
２
・
75
月

分
と
な
っ
て
い
る
。

　

他
の
多
く
の
自
治
体
は
、

「
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
法
律
」
に
準
拠
し
て

お
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
26
年

度
は
年
間
３
・
10
月
分
と
な

っ
て
い
る
。

 

議
員
の
活
動

　

議
員
の
公
務
日
数
は
、
年

間
約
80
日
で
あ
る
が
、
こ
れ

は
議
会
に
直
接
関
わ
る
公
務

の
日
数
で
あ
り
、
議
員
が
地

元
等
で
行
う
活
動
は
含
ま
れ

て
い
な
い
。
ま
た
、
政
務
活

動
費
が
支
給
さ
れ
な
い
こ
と

も
あ
り
、
活
動
の
報
告
義
務

も
な
く
、
公
務
外
の
議
員
活

動
の
現
状
は
分
か
ら
な
か
っ

た
。

件　　　　　　名 結　果 賛否の状況 不採択理由

請願書
提出者：鳥取県鳥取市西品冶 105-26
鳥取民主商工会婦人部　部長　青木二三子
紹介議員：田中克美

不採択

（賛成）
杉村宏、
日出嶋香代子、
田中克美

　国税に関することは、国が責任をもって判断
すべきである。

「合特法」に基づく「代替業務」の陳情
について
提出者：岩美町大字高山６２番地１　
　　　協同組合岩美町環境事業公社
　　　　理事長　田中清一ほか２名

不採択 全会一致

　一の陳情者は、廃棄物の処理及び清掃に関
する法律の規定により、23 年４月から 28 年３
月までの５年間、一般廃棄物収集運搬業の許
可を取り消され、現在取り消し期間中にある者
であり、他の陳情者は、一般廃棄物収集運搬
業の許可を受けていない者であり、「合特法」
が規定する業者に該当しない。

「合理化事業計画」の策定についての
陳情書
提出者：同上

不採択 全会一致

 上記の陳情で述べた理由に加えて、町は、し
尿収集を安定的に行うための計画である一般
廃棄物処理計画を毎年策定しており、廃棄物
処理行政を円滑に実施している。

請 願 ・ 陳 情 審 査 結 果

期
末
手
当

　

多
く
の
自
治
体
が
準
拠

し
て
い
る
「
特
別
職
の
職

員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
」

は
、
例
年
人
事
院
勧
告
で
期

末
手
当
の
改
定
が
あ
っ
た
場

合
、
同
様
に
改
正
さ
れ
て
い

る
。　

　

今
年
度
の
人
事
院
勧
告
は

０
・
１
月
分
引
上
げ
と
さ
れ

て
お
り
、
例
年
同
様
「
特
別

職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

法
律
」
が
改
正
さ
れ
る
と
仮

定
し
、
年
間
３
・
20
月
分
の

答
申
額
と
し
た
。

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
が
答
申

議
員
報
酬
は
現
在
の
額
を
据
え
置
き

　

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
は
27
年
11
月
16
日
、
町
特
別
職
の
給
与

と
議
員
報
酬
に
つ
い
て
、
答
申
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

議
員
報
酬
と
期
末
手
当
の
支
給
月
数
に
つ
い
て
の
答
申
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。
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地
域
資
源
の
活
か
し
方
・
視

点
を
調
査
し
、
本
町
の
観
光

振
興
や
移
住
・
定
住
に
向
け

た
取
り
組
み
の
参
考
と
す
る
。

　
調
査
の
項
目

▽
武
蔵
野
市
と
の
交
流
事
業

に
つ
い
て

▽
地
域
資
源
を
生
か
し
た
観

光
振
興
策
に
つ
い
て

　
目
　
的

　

武
蔵
野
市
と
の
交
流
を
は

じ
め
と
す
る
多
彩
な
交
流
事

業
を
通
し
て
、「
交
流
人
口

の
増
加
」
を
生
み
出
し
、
観

光
客
誘
致
、
移
住
・
定
住
人

口
増
加
に
繋
が
る
成
果
を
上

げ
て
い
る
。

　

キ
ー
ワ
ー
ド
「
交
流
人
口

の
増
加
」
の
成
功
に
導
く
、

作
成
、
小
学
校
１
年
生
か
ら

の
英
語
の
授
業
導
入
、
教
育

未
来
会
議
の
開
催
な
ど
、
す

べ
て
の
子
ど
も
に
確
か
な
学

力
を
保
障
す
る
た
め
の
さ
ま

　
目
　
的

　

24
年
度
よ
り「
教
育
の
町
」

づ
く
り
に
着
手
。
中
学
生
を

対
象
と
し
た
無
料
塾
の
開
校
、

「
家
庭
学
習
の
手
引
き
」
の

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
さ
れ
て

い
る
。

　

ま
た
、
教
育
委
員
会
に
子

ど
も
課
子
ど
も
支
援
係
を
設

け
、
乳
幼
児
期
か
ら
小
・
中

学
校
へ
の
一
貫
し
た
子
育
て

支
援
策
を
取
入
れ
て
い
る
。

取
り
組
み
に
至
る
経
過
と
そ

の
状
況
を
調
査
す
る
。

　
調
査
の
項
目

▽
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
育

て
、
地
域
も
元
気
に
な
る

仕
組
み
づ
く
り

▽
子
ど
も
た
ち
の
確
か
な
学

力
向
上
を
め
ざ
し
た
取
り

組
み

▽
子
ど
も
を
の
び
の
び
と
育

て
る
環
境
づ
く
り

▽
学
び
つ
づ
け
る
ま
ち
に
つ

い
て

　
ま 

と 

め

　

富
士
見
町
が
進
め
る
教
育

の
町
は
、
地
域
ぐ
る
み
で
子

ど
も
を
育
て
、
地
域
も
元
気

に
な
る
仕
組
み
づ
く
り
に
あ

っ
た
。
そ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を

『
つ
な
げ
る
』
と
し
、
町
が

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置

し
、
保
育
園
・
学
校
・
保
護

者
・
地
域
と
の
パ
イ
プ
役
と

な
り
互
恵
関
係
を
深
め
、
地

域
の
絆
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
な
ど
が
な
さ
れ
て
い
た
。

ま
た
幼
児
教
育
か
ら
就
学
時

教
育
を
一
貫
し
教
育
委
員
会

子
ど
も
課
で
所
管
し
て
い
た
。

　

本
町
で
は
保
育
所
か
ら
小

学
校
へ
、
小
学
校
か
ら
中
学

校
へ
と
一
貫
し
た
教
育
支
援

を
繋
げ
る
ス
ク
ラ
ム
教
育
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ま
た
「
信
州
型
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
」
は
本
町

に
お
け
る
「
特
色
あ
る
学
校

づ
く
り
事
業
」
と
類
似
し
て

お
り
、『
ま
ち
づ
く
り
は
人

づ
く
り
』
を
教
育
の
根
幹
と

す
る
本
町
の
取
り
組
み
と
共

通
点
が
多
か
っ
た
。

　

特
に
関
心
を
寄
せ
た
取
り

組
み
は
、
小
学
校
１
年
生
か

ら
の
英
語
教
育
で
あ
っ
た
。

　

24
年
度
か
ら
の
取
り
組
み

で
、
独
自
の
英
語
力
育
成
指

導
に
よ
り
、
英
語
が
確
実
に

子
ど
も
た
ち
、
地
域
に
根
付

い
て
い
る
と
の
こ
と
。
ま
た

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の

推
進
や
外
部
講
師
に
よ
る
指

導
な
ど
「
子
ど
も
た
ち
に
確

か
な
学
力
」
を
身
に
付
け
る

教
育
が
先
進
的
に
取
り
組
ま

れ
て
い
た
。

常任委員会行政調査

総
務
教
育
常
任
員
会

「
教
育
の
町
」
づ
く
り
実
現
に
向

け
た
施
策
、
乳
幼
児
期
か
ら
の
小
・

中
学
校
へ
の
一
貫
し
た
子
育
て
支

援
策
の
調
査

交
流
事
業
、
地
域
資
源
を
活
か
し
た

観
光
振
興
策
の
調
査

調
査
日
　
27
年
10
月
28
日

調
査
先
　
長
野
県
富
士
見
町

調
査
日
　
27
年
10
月
29
日

調
査
先
　
長
野
県
安
曇
野
市

富士見町

安曇野市
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目
　
的

　

葛
飾
北
斎
美
術
館
を
中
核

と
し
た
町
並
修
景
整
備
に
取

り
組
み
、
歴
史
的
景
観
を
活

か
し
た
町
並
修
景
整
備
に
至

っ
た
経
過
と
第
２
次
・
第
３

次
修
景
整
備
へ
と
続
く
ま
ち

づ
く
り
施
策
の
秘
策
を
調
査

し
、
本
町
の
観
光
振
興
事
業

の
参
考
と
す
る
。

　

ま
た
、
図
書
館
設
立
に
向

け
た
構
想
理
念
、
完
成
に
至

る
ま
で
の
取
り
組
み
経
過
、

管
理
・
運
営
方
法
に
つ
い
て

調
査
し
、
本
町
の
図
書
館
建

設
の
参
考
と
す
る
。

　
調
査
の
項
目

▽
景
観
整
備
と
ま
ち
づ
く
り

施
策
、
観
光
振
興
施
策
に

つ
い
て

▽
「
ま
ち
と
し
ょ
テ
ラ
ソ
」

構
想
理
念
と
管
理
・
運
営

に
つ
い
て

　
ま
と
め

　

小
布
施
町
は
面
積
19
・
12

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
小
さ

な
町
で
あ
る
が
、
江
戸
時
代

後
期
か
ら
、
千
曲
川
と
こ
れ

に
沿
っ
た
大
笹
街
道
、
山
田

街
道
を
利
用
し
た
物
産
・
交

易
が
盛
ん
で
経
済
文
化
の
中

心
と
し
て
栄
え
て
い
た
。

　

町
並
修
景
の
取
り
組
み
や
、

ま
ち
と
し
ょ
テ
ラ
ソ
な
ど
の

町
づ
く
り
事
業
に
、
町
民
が

大
変
積
極
的
で
あ
り
、
寛
大

で
開
放
的
な
気
質
で
あ
る
こ

と
が
小
布
施
の
町
づ
く
り
に

繋
が
っ
て
い
る
と
感
じ
た
。

　

な
お
、
役
場
内
に
大
学
の

研
究
所
を
開
設
し
、
専
門
的

意
見
を
事
業
計
画
・
実
践
に

取
り
入
れ
て
お
り
、
17
年
に

は
、
景
観
の
研
究
に
優
れ
た

実
績
を
持
つ
東
京
理
科
大
学

と
協
定
締
結
し
、
将
来
を
見

据
え
た
ま
ち
づ
く
り
施
策
の

設
け
て
い
る
。
ま
た
、
鳥
取

大
学
や
龍
谷
大
学
学
生
に
よ

る
岩
美
町
の
魅
力
を
活
か
し

た
町
づ
く
り
の
提
案
や
、
岩

美
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
、

鳥
取
環
境
大
学
学
生
と
共
に

26
年
度
に
は
定
住
対
策
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
・
チ
ー
ム
を
設
置

し
、
定
住
対
策
へ
の
新
た
な

提
案
を
い
た
だ
い
て
お
り
、

今
後
も
地
域
の
方
々
、
そ
の

他
あ
ら
ゆ
る
人
材
を
取
り
込

み
一
緒
に
な
っ
て
考
え
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
改

め
て
痛
感
し
た
。

　

な
お
、
中
央
公
民
館
建
替

え
を
間
近
に
控
え
、「
ま
ち

と
し
ょ
テ
ラ
ソ
」
建
設
計
画

や
取
り
組
み
方
法
と
現
在
の

運
営
状
況
は
、
本
町
の
図
書

館
建
設
に
大
変
興
味
深
い
も

の
で
あ
り
、
と
て
も
参
考
と

な
っ
た
。

研
究
を
、
更
に
22
年
に
は
第

２
次
町
並
修
景
事
業
に
向
け

た
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
す
る

た
め
５
年
間
協
定
期
間
を
更

新
。
同
じ
く
、
22
年
信
州
大

学
小
布
施
町
地
球
環
境
研
究

室
を
設
け
、
バ
イ
オ
マ
ス
資

源
の
活
用
や
再
生
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
研
究
な
ど
、
時
代
の
ニ

ー
ズ
に
沿
っ
た
産
・
官
・
学

が
連
携
し
た
取
り
組
み
を
し

て
い
た
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
べ

く
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
広
く
町

民
か
ら
意
見
を
頂
く
機
会
を

一
時
増
加
し
た
。

　

主
な
観
光
客
は
関
東
圏
か

ら
30
パ
ー
セ
ン
ト
、
中
京
圏

か
ら
20
パ
ー
セ
ン
ト
訪
れ
て

お
り
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が

多
様
化
し
つ
つ
あ
る
昨
今
に

お
い
て
は
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
な
ど
の
ワ
ー
ク
形
態

を
取
り
入
れ
た
定
住
・
移
住

者
も
増
え
つ
つ
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、「
こ

こ
に
し
か
な
い
」
魅
力
の
発

信
は
一
方
通
行
だ
が
、
交
流

は
、
魅
力
と
ぬ
く
も
り
が
伝

わ
る
双
方
向
の
「
お
も
て
な

し
」
で
あ
り
、
一
時
的
な
観

光
か
ら
定
住
・
移
住
へ
導
く

ア
イ
テ
ム
の
一
つ
で
あ
る
こ

と
と
、
自
ら
が
町
の
魅
力
を

認
識
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を

改
め
て
感
じ
た
。

　
ま 

と 

め

　

平
成
の
合
併
後
10
年
を
迎

え
た
安
曇
野
市
は
、
活
性
化

の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
「
交
流
人

口
の
増
加
」
を
掲
げ
、
合
併

以
前
か
ら
の
交
流
を
引
き
継

い
で
、
武
蔵
野
市
の
ほ
か
６

市
町
と
友
好
都
市
提
携
を
締

結
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
民
間
レ
ベ
ル
で
の

交
流
は
、
26
年
度
に
お
い
て

は
４
事
業
７
回
実
施
し
て
お

り
、
交
流
を
通
じ
て
豊
か
な

生
き
方
を
実
現
す
る
こ
と
を

理
念
と
し
た
「
安
曇
野
暮
ら

し
ツ
ー
リ
ズ
ム
５
か
条
」
が
、

観
光
振
興
や
地
域
産
業
の
活

性
化
へ
繋
が
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
小
説

「
お
ひ
さ
ま
」
の
放
映
を
き

っ
か
け
に
訪
問
・
観
光
客
が

報告の詳細は
議会ホームページで

http://www.iwami.gr.jp/

常任委員会行政調査

景
観
整
備
と
ま
ち
づ
く
り
施
策
、
観

光
振
興
施
策
、
町
立
図
書
館
の
構
想

理
念
と
管
理
・
運
営
状
況
の
調
査

調
査
日
　
27
年
10
月
30
日

調
査
先
　
長
野
県
小
布
施
町

小布施町
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調
査
の
概
要

　

町
の
基
本
理
念
と
し
て
、

照
葉
樹
林
都
市
・
綾
「
大
自

然
の
中
で
生
活
文
化
を
楽
し

む
町
づ
く
り
」
を
掲
げ
、
本

も
の
を
つ
く
る
町
、
手
づ
く

り
の
町
、
有
機
農
業
の
町
づ

く
り
と
し
て
、
綾
町
を
全
国

に
広
く
知
っ
て
い
た
だ
き
、

選
ん
で
い
た
だ
け
る
産
業
観

光
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
。

　

農
業
は
、
土
か
ら
の
文
化

　

ま
た
、
29
年
春
に
運
行
開

始
予
定
の
「
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト

エ
ク
ス
プ
レ
ス
瑞
風
」
の
東

浜
駅
停
車
に
よ
る
第
一
次
産

業
の
可
能
性
や
観
光
事
業
と

農
業
と
の
融
合
な
ど
を
研
究

し
、
議
会
の
役
割
を
認
識
す

る
た
め
、熊
本
県
阿
蘇
駅（
ク

ル
ー
ズ
ト
レ
イ
ン
「
な
な
つ

星
」
停
車
駅
、
専
用
レ
ス
ト

ラ
ン
「
火
星
」）
の
視
察
も

行
っ
た
。

　
調 

査 

日

　

27
年
10
月
28
日

　
調 

査 

日

　

27
年
10
月
29
日

　
調
査
の
概
要

　
「
菊
池
氏
の
薫
陶
・
生
涯

現
役
元
気
村
『
カ
リ
コ
ボ
ー

ズ
の
休
暇
村
・
米
良
の
庄
』」

の
整
備
を
進
め
て
お
り
、
こ

れ
は
交
流
人
口
促
進
に
よ
る

村
の
活
性
化
を
図
る
と
と
も

に
、
快
適
な
定
住
地
の
形
成

に
努
め
な
が
ら
魅
力
あ
る
自

然
や
風
土
、
歴
史
、
文
化
な

ど
地
域
固
有
の
資
源
に
テ
ー

マ
性
を
持
た
せ
た
地
域
づ
く

り
を
推
進
。

　

特
に
９
年
度
、
全
国
に
先

駆
け
て
取
り
組
み
始
め
た

「
西
米
良
型
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ

リ
デ
ー
制
度
」
は
、
交
流
人

口
拡
大
や
過
疎
活
性
化
に
大

き
な
効
果
を
上
げ
て
い
る
。

　

近
年
、
特
産
の
ホ
オ
ズ
キ

を
生
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
実

践
や
語
り
部
、
花
き
栽
培
、

山
村
留
学
な
ど
地
域
特
性
を

応
用
し
た
村
づ
く
り
も
注
目

を
集
め
て
い
る
。

を
追
求
し
、
化
学
肥
料
、
農

薬
に
頼
ら
な
い
健
康
で
安
全

な
自
然
生
態
系
に
よ
る
農
畜

産
物
の
生
産
。
工
業
は
、
使

う
人
の
身
に
な
り
、
心
の
こ

も
っ
た
手
づ
く
り
工
芸
品
づ

く
り
を
進
め
て
い
る
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
施
設
を
つ
く

り
、
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
を
含
め

て
、
年
間
１
０
０
万
人
を
超

え
る
人
々
が
訪
れ
る
産
業
観

光
の
町
と
し
て
脚
光
を
浴
び

て
い
る
。

　
目
　
的

　

昨
年
５
月
に
公
表
さ
れ
た

日
本
創
成
会
議
の
「
消
滅
可

能
性
都
市
リ
ス
ト
」
は
、
各

方
面
で
大
き
な
反
響
を
呼
び
、

人
口
減
少
を
め
ぐ
る
本
格
的

な
議
論
を
引
き
起
こ
し
た
。

　

わ
が
岩
美
町
も
、
第
９
次

総
合
計
画
に
お
い
て
町
の
将

来
像
を
示
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
議
会
と
し
て
人

口
減
少
時
代
に
お
け
る
町
の

あ
り
方
を
改
め
て
調
査
・
研

究
し
、
課
題
を
整
理
す
る
必

要
性
を
感
じ
た
。

　

人
口
減
対
策
に
係
る
産
業

振
興
や
若
者
が
子
育
て
す
る

た
め
の
支
援
策
に
つ
い
て
、

宮
崎
県
綾
町
・
西
米
良
村
を

視
察
先
と
し
て
選
択
し
、
認

識
を
深
め
る
こ
と
と
し
た
。

常任委員会行政調査

産
業
福
祉
常
任
委
員
会

・
人
口
減
対
策
に
係
る
産
業
施
策

・
若
者
が
子
育
て
す
る
た
め
の
支
援

・
観
光
事
業
と
農
業
の
融
合

調
査
日
　
27
年
10
月
28
日
〜
30
日

有
機
農
業
で
の
ま
ち
づ

く
り

宮
崎
県
綾
町

西
米
良
型
ワ
ー
キ
ン
グ

ホ
リ
デ
ー宮

崎
県
西
米
良
村

綾　町

綾　町
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調 

査 

日

　

27
年
10
月
30
日

い
な
い
時
間
帯
は
、
乗
客
で

な
く
て
も
食
事
（
※
前
菜
な

ど
は
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
ス
タ
イ
ル

で
、
メ
イ
ン
を
地
元
産
の
牛
、

豚
、
鶏
か
ら
選
ぶ
も
の
）
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

　

建
屋
や
店
内
イ
ン
テ
リ
ア

の
デ
ザ
イ
ン
は
、「
な
な
つ

星
」
と
ト
ー
タ
ル
コ
ー
デ
ィ

ネ
イ
ト
さ
れ
て
い
る
。

も
ら
う
た
め
の
、
こ
れ
ま
で

以
上
の
努
力
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

　

産
業
福
祉
常
任
委
員
会
と

し
て
も
、
町
発
展
と
町
民
生

活
向
上
の
思
い
を
共
通
に
し
、

視
察
で
学
ん
だ
内
容
を
今
後

の
委
員
会
活
動
で
生
か
し
て

い
く
よ
う
努
め
た
い
。

　

町
づ
く
り
・
行
政
運
営
の

き
ち
ん
と
し
た
考
え
方
を
持

ち
、
ぶ
れ
る
こ
と
な
く
貫
い

て
い
る
こ
と
が
、
共
通
し
て

い
る
。

　

加
え
て
、
そ
の
ス
タ
ン
ス

か
ら
打
ち
出
す
施
策
は
、
思

い
切
っ
た
内
容
で
あ
る
こ
と

が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

　

わ
が
町
と
し
て
掲
げ
る
目

標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
人

並
で
な
い
、
必
要
な
施
策
の

展
開
と
、
町
民
と
地
域
・
集

落
の
知
恵
と
力
を
発
揮
し
て

　
調
査
の
概
要

　

県
内
最
大
の
観
光
地
で
あ

る
こ
と
を
背
景
に
、
阿
蘇
の

豊
か
な
自
然
や
特
色
あ
る
施

設
を
活
用
し
た
観
光
振
興
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ

て
い
る
。

　

Ｊ
Ｒ
豊
肥
本
線
・
阿
蘇
駅

構
内
に
あ
る
「
レ
ス
ト
ラ
ン

火
星
」
は
、週
に
２
回
、早
朝
、

阿
蘇
駅
に
停
車
す
る
「
ク
ル

ー
ズ
ト
レ
イ
ン
な
な
つ
星
」

の
乗
客
が
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　僕は将来に向けてきちんと計画を
立てて実行していくことを今年の抱
負にしたいと思います。僕は今年の
春から大学３年生となり、就職活動
や公務員試験に向けての勉強を始め
るようになります。また、大学の研究
室に配属されることで更に自分のこ
とに費やす時間が制限されるように

なります。そういった中でいかに時間を有効活用できる
かどうかによって残りの大学生活を楽しめるかが決ま
ってくるので、一つ一つのことを順序立てて計画的に実
行するようにしていきたいと思います。

大西　優さん
（大岩）

　私は美しい自然があり
伝統のあるこの岩美町を
とても誇りに思います。山
陰海岸ジオパークにも登
録された浦富海岸をはじ
め、日本三大カキツバタ自
生地とされる岩美町唐川
の唐川湿原、1200年もの

伝統を持つ名湯岩井温泉があります。ほかに
も漁獲量日本一の松葉ガニなど新鮮な海の
幸に加えマコモダケや地酒の瑞泉などまさに
食の宝庫です。この素晴らしい故郷のさらに
発展させていくため、少しでも貢献できるよ
うな人に成長していきたいと思います。

菅原 拓朗さん
（浦富）

　新成人の皆さん、
おめでとうございま
す。学校生活をとも
にした皆さんと一
緒に成人を迎えら
れたことがとても嬉
しいです。また、成
人式の実行委員と

いう大役をさせていただけてとても光
栄です。この「成人」という人生の節目
に、将来またこの岩美町、鳥取県に戻
ってきて働きたいという思いが確かに
なりました。その時は、酒でも飲みなが
ら語り合おうで！！それまで、それぞれ
の場所で頑張ろう。そしていつかまた、
ここで会いましょう。

吉澤 直駿さん
（浦富）

　私はいつも人任せで中心とな
って何かをするのが得意ではな
く、そんな自分を変えるきっか
けになるのではないかと思い実
行委員になりました。なかなか
話が進まなかったり大変でした
が、当日みんなの笑顔をたくさ
ん見ることができ実行委員にな

って良かったと思いました。今年の４月からずっと
夢であった保育士になります。私がここまでこれ
たのは、家族の支えがあったからです。成人として、
社会人として責任と自覚を持ち今まで私に関わり
成長させてくださった方々への感謝の気持ちを忘
れず頑張っていこうと思います。

澤　有紀さん
（大岩）

　私にとって2015年は、
刺激的な年だった。大
学の生活も折り返しに
差し掛かり大学の中、
バイトなどを通して多
くの出会いに恵まれた。
同じ夢を持つ友人にも
出会い、将来に向けて

さらに意欲が高まった。そして今回の実
行委員など初めてのことも体験させてい
ただいた。今年はいよいよ就職に向けて
も本腰を入れる年になるはずなので、自
分が得たものを生かしたい。そして人との
関わりを大事にしさらに刺激的な年にし
たい。

坂口 大輝さん
（蒲生）

　岩美町は住民との交
流が盛んで地域コミュ
ニティーが成り立ってい
る町だと思います。隣近
所がなにかあったらお
互いが心配し、協力する
精神があります。私は大
学で歴史を学んでいま

す。その中で岩美町は日露戦争時に漂着
したロシア兵の遺体を祀っていた歴史が
あります。1962年にそのことを顕彰する
記念碑が澤田廉三さんによって建てられ
ました。岩美町では昔から他人を敬う気持
ちがあり、今でも継承されているというこ
とです。私はそんな岩美町を誇りに思うと
ともに、岩美町が大好きです。

武井 宏仁さん
（浦富）

　僕は岩美町に住んでいてよかったと感じる点がいく
つかあります。１つ目に人が優しいことです。僕は小
学二年生に鳥取市内から岩美町に引っ越してきたの
ですが、まず地域の人が登下校中に気さくに話しかけ
てきてくださったことを今でも覚えています。そして岩
美でできた友達はみんな面白いし今でもよく遊ぶ人
が多いです。２つ目に豊かな自然を生かしたたくさん
の行事があることです。小学生から中学のときにかけ

て地引網、浦富健康マラソン、全校海水浴などそのほかにも多くの行事
に参加し、それらは思い出に残っています。これから社会人になり、鳥
取を離れることになるかもしれませんが、いつかは帰ってきたいと思え
るような岩美町がいつまでも続いてほしいと思っています。

榎本一輝さん
（浦富）

成人式実行委
員の
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